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1. 平成23年３月期第２四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年９月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第２四半期 51,846 47.1 4,651 353.4 4,453 360.8 2,274 ─

22年３月期第２四半期 35,250 △41.9 1,025 △78.7 966 △81.4 △245 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第２四半期 133 73 112 74

22年３月期第２四半期 △14 43 ─ ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第２四半期 75,007 41,547 45.6 2,009 56

22年３月期 72,845 39,972 45.7 1,956 30

(参考) 自己資本 23年３月期第２四半期 34,181百万円 22年３月期 33,266百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ─ 8 00 ─ 9 00 17 00

23年３月期 ─ 9 00

23年３月期(予想) ─ 9 00 18 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 99,700 21.6 7,980 63.4 7,530 59.8 4,240 130.3 249 28



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算
短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ
ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が
あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半
期決算短信（添付資料）３ページ「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は四半期決算短信（添付資料）４ページ「2．その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 有

  新規 1社 (武漢萬宝井汽車部件有限公司) 
    除外 ─

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期２Ｑ 21,455,636株 22年３月期 21,455,636株

② 期末自己株式数 23年３月期２Ｑ 4,446,392株 22年３月期 4,450,850株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期２Ｑ 17,007,256株 22年３月期２Ｑ 17,004,853株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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※ 当社は、以下のとおり機関投資家・証券アナリストの皆様向けに説明会を開催する予定で

す。なお、この説明会で配布した資料等は、開催後速やかに当社ホームページで掲載する予定

です。 

・平成22年12月２日（木）・・・機関投資家・証券アナリスト向け第2四半期決算説明会 

                 開催場所 みずほ証券リサーチ＆コンサルティング 

※ 上記のほかにも、個人投資家の皆様向けに適宜、事業・業績に関する説明会を開催していま

す。開催の予定等については、当社ホームページをご確認ください。 

○添付資料の目次
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当第２四半期連結累計期間における世界経済は、中国やインドを始めとする新興国経済が牽引役と
なり、地域によりばらつきがあるものの緩やかに回復が進んでおります。しかしながら、米国や日本
での雇用改善の遅れや新興国における労働問題などもあり、世界経済の先行きはいまだ楽観視できな
い状況にあります。 
 自動車業界におきましては、新興国の旺盛な需要を背景に増産基調が持続しており、日本を始めと
した先進国においても、徐々に需要の回復が見られました。 
 このような状況下におきまして、当第２四半期連結累計期間の業績は、得意先の日本及び北米での
生産の回復を受け、売上高は前年同期比47.1％増の51,846百万円となりました。 
 利益面では、「最大の効率と徹底したミニマムコスト」をポリシーとし、全社を挙げての原価低減
活動の結果、営業利益は前年同期比で4.5倍の4,651百万円、四半期純損益も前年同期の純損失245百
万円から純利益2,274百万円と大幅に改善しました。 
 なお、当第２四半期連結累計期間の為替換算レートは、91.36円/ドル（前第２四半期連結累計期間
は、95.59円/ドル）であります。 

  セグメントの状況は、以下のとおりであります。 

主要得意先であります日産自動車を始め各自動車メーカーの生産は、エコカー減税や補助金、更に
輸出の回復も後押しとなり増加しました。これらによる部品売上の増加に加え、国内・海外における
新車の立上がりによる金型・設備売上も増加し、売上高は前年同期比39.4％増の23,431百万円とな
り、セグメント利益は前年同期比で6.1倍の1,879百万円となりました。 

リーマンショックの影響により落ち込んでいた自動車生産は回復傾向にあり、売上高は前年同期比
35.6％増の16,552百万円となりました。利益面では、最適生産体制とするためにヨロズオートモーテ
ィブノースアメリカ社（YANA）の操業を休止し、2009年12月に全ての生産をヨロズオートモーティブ
テネシー社（YAT）へ集約したこと等により、セグメント利益は前年同期の損失133百万円から利益
572百万円と大幅に改善しました。 
 営業面では積極的な拡販活動の結果、YATでは北米として初めて米国日野より車体部品を受注し、
今年５月に納入を開始いたしました。 
 また、品質面では改善活動の結果、米国三菱より品質優良賞を受賞いたしました。更にヨロズメヒ
カーナ社（YMEX）では、メキシコ日産より品質優良賞を受賞いたしました。 

中国およびタイの自動車生産が好調に推移したことにより、売上高は前年同期比63.2％増の14,166
百万円となり、セグメント利益は前年同期比で3.2倍の2,195百万円となりました。 
 昨年度低調であったタイの自動車生産は、輸出の急激な回復と政府のエコカー政策などにより、今
年度は過去最高となる見込みです。ヨロズタイランド社（YTC）は日本から全量タイに生産移管され
た日産マーチの部品を3月から納入しており、更に他社から販売されるエコカーの部品も受注してお
ります。これらによりYTCの年間売上は過去最高となる見込みであります。 
 中国の广州萬宝井汽車部件有限公司（G-YBM）では、昨年に引き続き自動車優遇政策を追い風とし
た内陸部での販売好調により、当初計画を大幅に上回る売上となりました。中国自動車産業は今後も
成長が期待でき、主要得意先である日産、ホンダ等は2011年度以降も増産基調を強めております。こ
の増産に対応するため湖北省武漢市に武漢萬宝井汽車部件有限公司（W-YBM）を設立し、2011年11月
の稼動開始を計画しております。 
  

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

 （日本）

 （北米）

 （アジア）
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流動資産は、前連結会計年度末と比べ4,874百万円増加の43,558百万円となりました。 
  これは、主として「現金及び預金」が2,611百万円増加、「受取手形及び売掛金」が1,719百万円増
加したことなどによります。固定資産は、前連結会計年度末と比べ2,713百万円減少の31,448百万円
となりました。これは、主として「投資その他の資産」が投資有価証券の評価等により824百万円減
少したこと、及び「有形固定資産」が減価償却などにより1,872百万円減少したことなどによりま
す。この結果、総資産は前連結会計年度末と比べ2,161百万円増加の75,007百万円となりました。 

  

流動負債は、前連結会計年度末と比べて6,961百万円増加の25,664百万円となりました。これは、
「その他」に含まれる1年以内償還予定の新株予約権付社債が4,305百万円増加、「支払手形及び買掛
金」が1,885百万円増加、「未払法人税等」が436百万円増加したことなどによります。 
 固定負債は、前連結会計年度末と比べ6,373百万円減少の7,795百万円となりました。これは、「新
株予約権付社債」が4,305百万円減少、「長期借入金」が1,757百万円減少したことなどによります。
 この結果、負債合計は前連結会計年度末と比べ587百万円増加の33,460百万円となりました。 

  

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ1,574百万円増加の41,547百万円となりました。これは、
「その他有価証券評価差額金」が611百万円減少したものの、「利益剰余金」が2,128百万円増加した
ことなどによるものです。 

  

平成23年３月期（通期）の業績予想につきましては、先行きの不透明感はあるものの、日本を中心とし
て北米及びアジアの各地域とも、計画を上回るペースで販売が推移していることに加え、改善諸施策の効
果が見込まれることから、売上高、営業利益、経常利益、四半期純利益共に、平成22年8月6日に公表しま
した業績予想を上回る見込であります。通期の業績見通しにつきましては、売上高は99,700百万円、営業
利益は7,980百万円、経常利益は7,530百万円、当期純利益は4,240百万円を見込んでおります。 
なお、第２四半期以降の連結業績予想は、次の為替レートを前提にしております。 
  
・想定レート（2010年10月～2011年3月） 
  1USドル＝80.00円、1メキシコペソ＝6.50円、1タイバーツ＝2.60円、1中国元＝12.20円 
  
・海外連結子会社の損益計算書換算予測レート（2010年1月～2010年12月平均）  
  1USドル＝87.11円、1メキシコペソ＝6.91円、1タイバーツ＝2.73円、1中国元＝12.92円 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

（資産の部）

（負債の部）

（純資産の部）

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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・当第２四半期連結会計期間より、新たに設立した武漢萬宝井汽車部件有限公司を連結の範囲に含めてお

ります。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差
異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績
予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 ・四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

  （税金費用の計算） 
税金費用については、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 
 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合に
は、法定実効税率を使用する方法によっております。 
 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年
３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20
年３月31日）を適用しております。 
 これにより、当第２四半期連結累計期間において、税金等調整前四半期純利益が7百万円減少してお
ります。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

・簡便な会計処理

（法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法）

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 16,283 13,671

受取手形及び売掛金 15,664 13,944

有価証券 1,500 －

製品 2,150 3,852

原材料及び貯蔵品 1,097 1,138

部分品 1,156 807

仕掛品 1,513 1,194

その他 4,212 4,103

貸倒引当金 △19 △28

流動資産合計 43,558 38,683

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具（純額） 13,895 14,381

その他（純額） 11,372 12,759

有形固定資産合計 25,268 27,140

無形固定資産   

その他 174 190

無形固定資産合計 174 190

投資その他の資産 6,005 6,830

固定資産合計 31,448 34,161

資産合計 75,007 72,845

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,054 11,168

短期借入金 1,740 2,490

未払法人税等 1,122 685

賞与引当金 778 814

役員賞与引当金 48 47

その他 8,919 3,496

流動負債合計 25,664 18,703

固定負債   

新株予約権付社債 － 4,305

長期借入金 5,101 6,859

退職給付引当金 754 785

資産除去債務 7 －

その他 1,931 2,219

固定負債合計 7,795 14,169

負債合計 33,460 32,872

株式会社ヨロズ（7294）　平成23年３月期　第２四半期決算短信

5



(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,472 3,472

資本剰余金 5,435 5,435

利益剰余金 39,488 37,359

自己株式 △3,877 △3,881

株主資本合計 44,519 42,386

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,013 1,624

為替換算調整勘定 △11,352 △10,745

評価・換算差額等合計 △10,338 △9,120

新株予約権 28 32

少数株主持分 7,337 6,673

純資産合計 41,547 39,972

負債純資産合計 75,007 72,845
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 35,250 51,846

売上原価 30,724 43,193

売上総利益 4,526 8,653

販売費及び一般管理費 3,500 4,002

営業利益 1,025 4,651

営業外収益   

受取利息 28 27

受取配当金 35 33

デリバティブ評価益 22 －

その他 63 38

営業外収益合計 149 99

営業外費用   

支払利息 119 106

デリバティブ評価損 － 47

為替差損 85 139

その他 4 3

営業外費用合計 209 296

経常利益 966 4,453

特別利益   

固定資産売却益 0 2

貸倒引当金戻入額 － 7

保険解約返戻金 4 0

その他 0 －

特別利益合計 5 10

特別損失   

固定資産売却損 0 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7

減損損失 582 6

地中残留物撤去費用 － 20

その他 7 0

特別損失合計 590 34

税金等調整前四半期純利益 381 4,429

法人税等 300 1,396

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,032

少数株主利益 326 758

四半期純利益又は四半期純損失（△） △245 2,274
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該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国 

  (１)北米…アメリカ・メキシコ 

  (２)アジア…タイ・中国 

  

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、国内外において主に自動車用サスペンション部品等を生産・販売しており、国内では当社及び

国内子会社が、海外では北米（米国・メキシコ）、アジア（タイ・中国）の各地域に製品を提供しております。

各々の現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しておりま

す。従いまして、当社グループは、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日

本」、「北米」及び「アジア」の３つを報告セグメントとしております。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

(百万円)

 
(注)１ セグメント利益の調整額 4百万円は、セグメント間取引消去額であります。 

    ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月

21日）を適用しております。 

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報

【所在地別セグメント情報】

日本 
(百万円)

北米
(百万円)

アジア
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
      対する売上高

14,609 12,018 8,622 35,250 ─ 35,250

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

2,195 186 60 2,442 (2,442) ─

計 16,805 12,205 8,682 37,693 (2,442) 35,250

営業利益又は 
営業損失（△）

309 △133 679 855 170 1,025

【セグメント情報】

1. 報告セグメントの概要

2. 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

報告セグメント
調整額 
（注）1

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２日本 北米 アジア 計

Ⅰ 売上高

 (1) 外部顧客に 
      対する売上高

21,354 16,372 14,120 51,846 ─ 51,846

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

2,077 180 45 2,303 △2,303 ─

計 23,431 16,552 14,166 54,150 △2,303 51,846

セグメント利益 1,879 572 2,195 4,646 4 4,651

（追加情報）
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当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

   該当事項はありません。 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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